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各    位 
会 社 名 株 式 会 社  九  電  工 
代 表 者 名 代表取締役社長 河部 浩幸 
コ ー ド 番 号 １９５９ 
上 場 取 引 所 東証一部、福証 
問 合 せ 先 経理部長   塩月 輝雄 
 (TEL092-523-1239) 
  

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
   最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17年 5月 23日の決算発表時に公表いたしました 
平成 18年 3月期の業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 

 
記 

 
１．平成 18 年 3 月期中間業績予想の修正（平成 17年 4月 1日～平成 17年 9月 30日） 
  〔連結〕                                 (単位:百万円､%) 

  売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前回発表予想(平成 17年 5月 23日発表) (A) 81,700    △   800    △ 1,300 

今 回 修 正 予 想 (B) 90,700    △ 1,000    △ 1,400 

増 減 額 (B－A) 9,000    △   200    △   100 

増 減 率 (%) 11.0%          －          － 

前期実績 (平成 16年 9月中間期) 82,187    △   176    △ 1,208 

 
〔個別〕                                 (単位:百万円､%) 

  売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前回発表予想(平成 17年 5月 23日発表) (A) 73,600    △   800    △   900 

今 回 修 正 予 想 (B) 81,500       1,800         600 

増 減 額 (B－A) 7,900       2,600       1,500 

増 減 率 (%) 10.7%          －          － 

前期実績 (平成 16年 9月中間期) 73,587    △   491    △ 1,299 

 
 

２．平成 18 年 3 月期通期業績予想の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 
  〔連結〕                                 (単位:百万円､%) 

  売 上 高 経 常 利 益 当期純利益  
前回発表予想(平成 17年 5月 23日発表) (A) 227,000       6,200       2,300 

今 回 修 正 予 想 (B) 227,000       5,400       1,900 

増 減 額 (B－A) －    △   800    △   400 

増 減 率 (%) －    △  12.9%    △  17.4%  

前期実績 (平成 17年 3月期) 231,478       7,448       2,881 

 

〔個別〕                                 (単位:百万円､%) 
  売 上 高 経 常 利 益 当期純利益  
前回発表予想(平成 17年 5月 23日発表) (A) 205,000       4,400       1,500 

今 回 修 正 予 想 (B) 205,000       6,400       2,400 

増 減 額 (B－A)  －       2,000         900 

増 減 率 (%)         －        45.5%        60.0% 

前期実績 (平成 17年 3月期) 210,396       5,370       1,461 
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３．修正の理由 
 （１）中間業績予想 
  〔個別〕 
   売上高については、積極的な受注活動の展開や、一部工事の完成引渡しが当初計画より前倒しと

なったこと等により、当中間期は当初予想値を約７９億円上回る見込みです。 
   経常利益、中間純利益については、上記売上高の増加に伴う利益増約７億円に加え、株式市場の

好転に伴い、売買目的有価証券の評価益約２０億円が発生したことにより、当初予想値を上回る見

通しです。 
 
  〔連結〕 
個別業績予想の修正に伴い、連結子会社の業績予想を加味して修正を行うものです。 
なお、平成１７年１０月５日に公表いたしましたとおり、平成電電株式会社が、民事再生手続き

開始の申し立てを行ったことにより、連結子会社である株式会社キューコーリースが同社に対して

有するリース料債権のうち回収不能見込額２，０４５百万円について、当中間期において貸倒引当

金を計上いたします。 
また、これに伴い貸倒実績率の見直しを行ったため、一般債権に対する貸倒引当金繰入額が約８

億円増加したことにより、経常利益及び中間純利益は、当初予想値を下回る見通しです。 
 
（２）通期業績予想 
  〔個別〕 
   売上高については、前回公表値からの変更はありません。 
   なお、今後の株式市況の動向には不確定要素が多くありますが、通期においても、有価証券の評

価益を中間期末と同額とし約２０億円を見込んだことにより、経常利益、当期純利益は、それぞれ

前回公表値を上回る見込みです。 
 
  〔連結〕 
   連結中間業績予想及び個別通期業績予想の修正に伴うものです。 
 
 
 

以       上 

（業績予想に関する注意事項） 
    本資料中に記載されている市場予測や業績見通しは、現在有効な情報に基づき判断したもので、その実現
には潜在的リスクや不確実性を含んでおり、さらに業績に影響を与える要因はこれに限定されるものではあ

りません。従いまして、諸要因の変化により実際の業績は記載事項と大きく異なる結果となる可能性がある

ことをあらかじめご了承ください。 


